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【方法】対象者：2017 年 9 月から 2018 年 3 月に実施された静岡県 A 市の 6 ヵ月児健康相
談を受けた児の父親全員。方法：6 ヵ月児健康相談に来所した母親を介し父親への研究協
力依頼書を配布。独自に作成した無記名自記質問票調査を用い、回収は Web 上で実施した。 
父親の妊娠・出産・育児に関する情報源と産後の母親の変化に対する戸惑いを軽減する
ために入手しておきたい情報等について回答してもらった。倫理的配慮：聖隷クリスト
ファー大学倫理委員会の承認を得た（承認番号 17050）。本研究に利益相反はない。  
【結果】476 名に調査協力依頼書を配布し 83 名より回答（回収率 17.4％）を得た。  
対象者の背景：20 歳代 25.3％、30 歳代 57.8％、40 歳代 16.9％。9 割が正社員。子ども
の出生順位は、はじめて 62.7％、2 人以上 37.3％であり、両親・母親学級に 62.7％が参加
し、出産に 8 割が立ち会っていた。一方、母親の年齢は 20 歳代 43.4％、30 歳代 50.6％、




身の変化に戸惑いを感じたことがない父親は 9.6％であった。  
父親の妊娠・出産・育児に関する情報源と入手したい情報： 父親は自分が戸惑ったり・
困ったりした時に相談できる相手は 63.9％がいると回答し、相談相手は、友人 34.9％、職
場の人 31.3％、妻に直接相談する 20.5％、自分の親 20.5％の順で多かった。しかし、相
談する相手がいない 16.9％、相談していない 14.5％と回答している父親もいた。情報源は、















【学会発表の状況】第 58 回日本母性衛生学会総会・学術集会 (2018 年 10 月)に発表予定で
あり、発表抄録をエントリー中である。  
